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【昇級・昇段審査審査基準】
中⼼道の昇級・昇段では以下の３つの要素を複合的に評価して⾏います。
『座学・稽古・互師互弟』

『座学』
座学では中⼼道の基本的考え⽅となる法則「空の法則・中⼼の法則」の理解度と
実践度を評価します。
また理解度と実践度は座学でのフォードバック⼒と実⽣活での法則の実践度を
もって測ります。

『稽古』
武術稽古を実践できる基礎体⼒と武術稽古中の⾝体操作技術及びコミュニケー
ション武道⼒を基準として評価していきます。
⾝体操作技術は基礎稽古の習熟度を測り、コミュニケーション武道⼒は組み⼿、
組技での対⼈対応⼒である⾒極め⼒と誘導⼒を測ります。



『互師互弟』
互師互弟では互師互弟中の⽴ち振る舞いを通して、⼈財としての成熟度を評価し
ていきます。
⽴ち振る舞いの中から視座と⼈間⼒を推し量り、また社会的成功の状態と社会へ
の影響⼒も同時に推し量っていきます。

以上３つの要素を次ページ以降の基準を基に⽇々のあり⽅と⾔動から評価してい
きます。
また、それぞれの評価は総合⼒を測るものであって各基準全てを完璧にクリアす
る事を昇級・昇段の⽬標とはしていません。
概ね総合⼒の8割程度を⽬安に相対評価をもって判断していきます。



座学 法則の理解 座学でのフィードバック⼒

⿊帯 法則に基づいて指導し育成してい
る

場全体の状況に応じたフィード
バックで場の気づきを押し上げる
ことができている

茶帯及びゴールド 法則について正しく伝えることが
できている

⾃⾝の経験や体験を通して得た
フィードバックにより他者への気
づきを促すことができている

緑帯 法則を実⽣活に活⽤できている ⾃⾝の⽣活に当てはめた気づきを
フィードバックできている

⻩⾊帯 法則を理解し実践できている 稽古の体験に当てはめた気づきを
フィードバックできている

⻘帯 法則を理解できている ⾃⾝の理解をフィードバックでき
ている



稽古 基礎体⼒ ⾝体操作技術 コミュニケーション武道⼒

⿊帯
２０⼈組⼿を実施できる持久
⼒を有している（腕⽴て静⽌５分以
上・三点倒⽴５分以上・重⼒スクワット３分
100回以上）

中⼼の使い⽅を指導できてい
る

組⼿・組技のデモンストレー
ションができ、指導ができて
いる

茶帯及びゴー
ルド

１０⼈組⼿を実施できる持久
⼒を有している（腕⽴て静⽌３分以
上・三点倒⽴３分以上・重⼒スクワット３分70
回以上）

中⼼⼒を発揮できる稽古に
なっている

組⼿・組技を通して相⼿のあ
り様に変化を⽣み出すことが
できている

緑帯 組⼿・組技を⻑時間実施でき
る持久⼒を有している

中⼼を使った動きで稽古がで
きている

組⼿・組技から相⼿のあり様
を感じ取ることができている

⻩⾊帯 武術の稽古についていくこと
ができる持久⼒を有している

中⼼を意識した基礎稽古がで
きている

組⼿・組技から⾃⾝のあり様
の変化を⽣み出すことができ
ている

⻘帯 武術の基礎稽古について⾏け
ている持久⼒を有している 1⼈で基礎稽古ができている 組⼿・組技から⾃⾝のあり様

を感じることができている



互師互弟 視座・⼈間⼒ 社会的成功・影響⼒ ⽴ち振る舞い

⿊帯
視座を最⼤に⾼め利他の精神の
もと地球⼈類の恒久平和のため
に活動することができている

⾃⾝の中⼼を元に業界や⽇本へ
影響⼒と社会的価値を⽣み出す
ことができている

互師互弟の主軸となり場を⽣み
出し、また誘導⼒を活かして⼈
財の育成ができている

茶帯及びゴー
ルド

⾃分ごとから離れてより広い社
会で⾃⾝の価値を持って周りを
活かすことができている

⾃⾝の中⼼を元に⾃⾝のコミュ
ニティに影響⼒と社会的価値を
⽣み出すことができている

互師互弟の場作りと⾊帯への指
⽰指導ができている

緑帯 ⾃⾝の価値を持って周りを活か
すことができている

⾃⾝の中⼼を元に⾝近な⼈へ影
響⼒を⽣み出し、社会的価値を
還元することができている

率先模範を⽰すことで⾊帯へ背
中を⾒せることができている

⻩⾊帯 活かすべき⾃⾝の価値を⾒つけ
磨くことができている

⾃⾝の中⼼を社会的価値に変換
を図ることができている

互師互弟内の役割を実践するこ
とができている

⻘帯 ⾃⾝の⼈間⼒の基礎を磨きなが
ら⾃⼰を学ことができている

⾃⾝の中⼼を⾒つけることがで
きている

互師互弟内での動きと役割を知
る


